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首
都
圏
へ
の
転
入
者
が
転
出
者
を
上

回
る
転
入
超
過
の
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。
政
府
は
、
「
２
０
２
０
年
に
東
京
圏

と
地
方
の
転
出
入
を
均
衡
さ
せ
る
。
」
と

い
う
目
標
を
断
念
し
た
と
い
い
ま
す
。
首

都
圏
へ
の
人
口
流
入
の
増
加
や
、
東
京
五

輪
関
連
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
急
増
な
ど
に

伴
う
ホ
テ
ル
需
要
の
拡
大
な
ど
に
よ
る

土
地
価
格
の
上
昇
と
、
建
設
資
材
や
労
務

費
高
騰
に
よ
る
建
設
コ
ス
ト
の
高
止
ま

り
か
ら
、
首
都
圏
の
マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
価

格
は
、
引
き
続
き
高
い
状
態
が
維
持
さ
れ

て
い
ま
す
。 

㈱
不
動
産
経
済
研
究
所
の
市
場
動
向

調
査
に
よ
る
と
、
今
年
１
月
度
の
首
都
圏

に
お
け
る
「
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
」
一
戸
当

た
り
の
販
売
価
格
は
、
高
額
物
件
の
供
給
、

販
売
戸
数
の
減
少
も
影
響
し
て
８
３
６

０
万
円(

１
２
６
．
２
万
円
／
㎡)

と
大
幅

に
上
昇
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
近
畿

圏
に
お
け
る
同
月
の
「
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
」
一
戸
あ
た
り
の
販
売
価
格
は
、
４
２

９
６
万
円(

６
２
．
９
万
円
／
㎡)

と
な
っ

て
い
ま
す
。
購
入
に
要
す
る
諸
費
用
、
引

っ
越
し
費
用
、
家
具
類
な
ど
の
購
入
費
用

を
含
む
と
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
購
入
は
、
生

活
者
に
と
っ
て
人
生
最
大
の
買
い
物
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。 

「
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
」
は
、
工
事
完
成

前
に
購
入
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
特
に
、

立
地
条
件
、
広
さ
、
間
取
り
な
ど
に
よ
り

販
売
開
始
と
同
時
に
即
時
完
売
す
る
物

件
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
中
古
物
件
を
リ

フ
ォ
ー
ム
し
て
購
入
す
る
ケ
ー
ス
も
よ

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

新
築
の
物
件
を
購
入
す
る
場
合
、
中
古

の
物
件
を
購
入
す
る
場
合
の
何
れ
に
お

い
て
も
、
「
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
」
（
特
に

共
有
部
）
は
、
生
産
者
（
設
計
監
理
者
、

施
工
者
、
販
売
業
者
）
を
除
き
、
設
計
内

容
の
詳
細
や
工
事
中
の
施
工
の
水
準
を

確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
建
築
物

が
有
す
る
性
能
（
安
全
性
／
耐
久
性
／
維

持
管
理
性
／
美
観
性
等
）
は
生
産
者
の
力

量
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

国
土
交
通
省
が
公
開
し
て
い
る
デ
ー

タ
（
平
成
３
０
年
度
「
マ
ン
シ
ョ
ン
総
合

調
査
」
結
果
報
告
書
）
に
従
う
と
、
旧
耐

震
基
準
ス
ト
ッ
ク
数
約
１
０
４
万
戸
を

含
め
た
「
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
」
の
ス
ト
ッ

ク
戸
数
は
上
昇
を
続
け
、
総
人
口
の
約
１

０
％
の
人
々
が
「
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
」
に

暮
ら
し
て
い
る
と
い
い
、
国
土
交
通
省

「
マ
ン
シ
ョ
ン
総
合
調
査
」
の
結
果
が
示

す
よ
う
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
世
帯
主
は
高
齢

化
の
傾
向
に
あ
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
永

住
意
識
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
【
表-

１
】

【
表-

２
】 

 

さ
て
、
総
人
口
の
約
１
０
％
の
人
々
が

生
活
し
、
高
齢
化
の
進
行
や
永
住
意
識
が

高
ま
る
「
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
」
は
、
ど
の

よ
う
な
リ
ス
ク
を
有
し
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。 

第２０２号 

NPO 法人建築Ｇメンの会 
〒154-0001 

東京都世田谷区池尻 2-2-15-201 

発 行 責 任 者 :理 事 長 大 川 照 夫 

T E L  0 3 - 6 8 0 5 - 3 7 4 1 

F A X  0 3 - 6 8 0 5 - 3 7 1 9

E-Mail jimukyoku@kenchiku-gmen.or.jp 

Homepage URL 

http://www.kenchiku-gmen.or.jp/ 

建
築
Ｇ
メ
ン
だ
よ
り 

「
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
」
の
リ
ス
ク
回
避

～
施
工
不
良
と
経
年
劣
化
の
リ
ス
ク
～ 

文
責 

理
事 

高
塚
哲
治 

（
建
築
Ｇ
メ
ン 

一
級
建
築
士
） 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

【
表-

１
】 

http://www.kenchiku-gmen.or.jp/


（2） 2020 年（令和 2 年）2 月 28 日   NPO 法人建築Ｇメンの会 会報「楔」第 202号 

欠陥住宅・欠陥建築で悩む人を救い、住宅検査の技術向上を目指すＮＰＯ建築Ｇメンの会  

 

国
土
交
通
省
「
マ
ン
シ
ョ
ン
総
合
調

査
」
で
公
表
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
を
見
る

と
、
建
築
物
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
全
体

の
約
３
０
％(

平
成
３
０
年
度)

に
上
り
、

費
用
負
担
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
全
体

の
約
２
５
％
に
達
し
、
修
繕
積
立
金
の
額

も
年
々
上
昇
し
て
い
る
状
況
が
確
認
で

き
ま
す
。
【
表-

３
】
【
表-

４
】 

 

そ
れ
で
は
、
実
際
に
「
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
」
が
抱
え
て
い
る
建
築
物
に
係
わ
る
リ

ス
ク
を
拾
い
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
「
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
」
が
抱
え
て
い
る
建
築
物

に
係
わ
る
リ
ス
ク
と
し
て
、
建
築
時
の
設

計
と
施
工
の
水
準
に
起
因
す
る
事
項
（
施

工
不
良
）
と
、
経
年
に
伴
い
発
生
す
る
事

項
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
経
年

に
伴
い
年
々
必
要
と
な
る
費
用
を
、
長
期

修
繕
計
画
書
と
し
て
作
成
す
る
ケ
ー
ス

が
多
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
長
期
修
繕

計
画
書
に
示
さ
れ
て
い
る
項
目
や
費
用

の
適
否
を
直
ち
に
評
価
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
り
、
経
年
に
伴
う
リ
ス
ク
も
無
視

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

こ
れ
ら
の
建
築
物
に
係
わ
る
リ
ス
ク

が
顕
在
化
し
た
時
に
、
想
定
す
る
以
上
の

費
用
が
必
要
と
な
り
、
区
分
所
有
者
の
不

安
が
増
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

 

経
験
上
、
「
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
」
が
抱

え
て
い
る
建
築
物
に
係
わ
る
リ
ス
ク
の

内
、
建
築
時
の
設
計
と
施
工
の
水
準
に
起

因
す
る
事
項
（
施
工
不
良
）
を
い
く
つ
か

列
挙
し
て
み
ま
す
。 

①
「
ひ
び
割
れ
誘
発
目
地
」
が
適
切
に
設

置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
材
料
お
よ
び
施
工
の
問
題
な

ど
に
伴
い
、
外
壁
に
多
く
の
「
ひ
び
割

れ
」
が
発
生
し
、
想
定
以
上
に
補
修
費

用
が
嵩
む
。 

②
「
耐
震
ス
リ
ッ
ト
」
が
設
計
図
通
り
に

施
工
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
想
定

外
の
補
修
が
必
要
と
な
る
。 

③
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
後
に
設
備
ス
リ

ー
ブ
が
開
口
さ
れ
、
鉄
筋
の
切
断
等
に

よ
る
構
造
耐
力
に
係
わ
る
補
強
工
事

が
必
要
と
な
る
。 

④
鉄
筋
に
対
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
か

ぶ
り
厚
さ
が
不
足
す
る
部
分
が
多
く
、

鉄
筋
の
早
期
腐
食
・
爆
裂
な
ど
に
対
応

す
る
補
修
が
必
要
と
な
る
。 

⑤
「
は
り
」
「
床
ス
ラ
ブ
」
の
た
わ
み
に

伴
い
、
建
具
の
開
閉
に
支
障
が
生
じ
、

想
定
外
の
補
修
が
必
要
と
な
る
。 

⑥
「
外
壁
タ
イ
ル
」
に
浮
き
や
亀
裂
が
多

く
発
生
し
、
剥
落
の
危
険
性
を
防
ぐ
た

め
の
補
修
工
事
が
必
要
と
な
り
、
想
定

以
上
に
補
修
費
用
が
嵩
む
。 

⑦
塗
膜
防
水
の
施
工
不
良
に
伴
い
、
防
水

の
早
期
劣
化
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
亀

裂
か
ら
雨
漏
り
が
発
生
し
、
早
期
に
補

修
が
必
要
と
な
る
。 

⑧
排
水
勾
配
不
足
に
伴
い
、
防
水
の
早
期

劣
化
や
雨
漏
り
・
水
溜
り
が
生
し
、
早

期
の
補
修
が
必
要
と
な
る
。 

⑨
排
水
管
の
通
気
不
良
に
伴
い
汚
水
が

逆
流
す
る
こ
と
か
ら
、
想
定
外
の
補
修

が
必
要
と
な
る
。 

【
表-

２
】 

【
表-

３
】 

【
表-

４
】 
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⑩
外
部
埋
設
排
水
管
下
部
の
埋
戻
し
土

の
転
圧
不
足
に
伴
い
、
排
水
管
が
破
損

し
た
た
め
補
修
に
際
し
て
多
額
の
費

用
が
必
要
と
な
る
。 

⑪
外
構
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
陥
没
し
、

想
定
外
の
補
修
が
必
要
と
な
る
。 

⑫
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
残
置
さ
れ
、
撤

去
の
た
め
の
想
定
外
の
費
用
が
必
要

と
な
る
。 

⑬
外
部
の
埋
戻
し
土
の
転
圧
が
不
十
分

な
こ
と
か
ら
、
土
間
床
が
沈
下
し
、
想

定
外
の
補
修
が
必
要
と
な
る
。 

 

ま
た
、
「
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
」
が
抱
え

て
い
る
建
築
物
に
関
す
る
リ
ス
ク
の
内
、

経
年
に
伴
い
発
生
す
る
も
の
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
事
項
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

①
ア
ル
ミ
製
建
具
・
格
子
・
手
摺
に
「
白

錆
」
が
発
生
し
、
美
観
上
、
早
期
の
交

換
が
必
要
と
な
る
。 

②
給
水
管
の
継
手
部
分
に
「
錆
こ
ぶ
」
・

「
ス
ラ
イ
ム
」
が
付
着
し
、
広
範
囲
に

お
よ
び
給
水
管
の
更
新
工
事
や
ラ
イ

ニ
ン
グ
工
事
が
必
要
と
な
り
、
想
定
以

上
に
費
用
が
嵩
む
。 

③
駐
車
台
数
が
減
少
す
る
に
も
係
わ
ら

ず
、
機
械
式
駐
車
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
費
用
が
嵩
む
。 

④
実
施
し
た
大
規
模
修
繕
工
事
に
欠
陥

が
発
覚
し
、
更
に
補
修
が
必
要
と
な
る
。 

⑤
長
期
修
繕
計
画
書
が
適
切
に
更
新
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
修
繕
積
立
金

が
大
幅
に
不
足
し
、
維
持
管
理
が
困
難

と
な
る
。 

⑥
居
住
者
が
減
少
し
、
維
持
管
理
が
困
難

と
な
る
。 

 

リ
ス
ク
と
は
「
事
前
に
想
定
で
き
る
好

ま
し
く
な
い
こ
と
（
危
険
性
）
」
で
あ
り
、

前
述
し
た
リ
ス
ク
（
建
築
時
の
設
計
と
施

工
の
水
準
に
起
因
す
る
事
項
・
経
年
に
伴

う
事
項
）
は
、
専
門
家
（
建
築
士
な
ど
）

の
調
査
・
検
証
に
よ
り
推
測
す
る
こ
と
が

で
き
、
事
前
に
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
に

よ
り
、
想
定
さ
れ
る
補
修
費
用
の
準
備
や

事
故
の
発
生
を
押
え
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
国
土
交
通
省
「
マ
ン
シ
ョ

ン
総
合
調
査
」
に
よ
る
と
、
「
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
」
に
お
け
る
建
築
士
な
ど
の
専
門

家
の
活
用
事
例
は
少
な
く
、
専
門
家
を
活

用
し
た
こ
と
が
な
い
「
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
」
は
５
５
％
を
占
め
、
建
築
の
専
門
家

で
あ
る
建
築
士
を
活
用
し
た
マ
ン
シ
ョ

ン
は
１
５
．
６
％
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

【
表-

５
】 

 

更
に
、
専
門
家
の
専
任
理
由
と
し
て
は
、

「
大
規
模
修
繕
等
の
実
施
」
の
た
め
の
活

用
が
多
く
、
リ
ス
ク
回
避
の
た
め
に
日
常

的
に
専
門
家
を
活
用
す
る
こ
と
は
少
な

い
状
況
で
あ
り
、
老
朽
化
問
題
に
つ
い
て

の
対
策
の
論
議
も
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て

い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
【
表-

６
】 

「
大
規
模
修
繕
等
の
実
施
」
に
関
連
す

る
業
務
に
留
ま
ら
ず
、
建
築
の
専
門
家

（
建
築
士
な
ど
）
に
よ
る
定
期
的
な
点
検

や
継
続
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
る
こ

と
が
、
「
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
」
が
抱
え
て

い
る
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
「
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
」
に
お

い
て
は
、
客
観
性
を
有
す
る
建
築
の
専
門

家
（
建
築
士
な
ど
）
の
積
極
的
な
有
効
活

用
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

東
京
都
は
、
２
０
１
９
年
３
月
に
、

良
質
な
マ
ン
シ
ョ
ン
ス
ト
ッ
ク
及

び
良
好
な
居
住
環
境
の
形
成
等
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
東
京
に

お
け
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
適
正
な
管

理
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定

し
て
い
ま
す
。
こ
の
条
例
は
、
都
や

管
理
組
合
、
事
業
者
等
の
責
務
や
役

【
表-

６
】 

【
表-

５
】 
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割
の
明
確
化
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理

状
況
に
つ
い
て
の
管
理
組
合
な
ど

か
ら
の
届
け
出
の
義
務
化
、
管
理
状

況
に
応
じ
た
助
言
や
支
援
が
目
的

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
管
理
状
況
の
届
出

項
目
は
、
管
理
組
合
や
管
理
者
の
有

無
、
総
会
の
有
無
、
管
理
規
約
や
管

理
費
、
修
繕
積
立
金
な
ど
の
設
定
や

金
額
、
大
規
模
修
繕
工
事
の
実
施
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

届
出
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
管
理
組
合
に
関
す
る
明
確
な
規

定
の
な
か
っ
た
１
９
８
３
年
の
区

分
所
有
法
改
正
以
前
に
建
築
さ
れ

た
６
戸
以
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
す
。 

届
出
は
２
０
２
０
年
４
月
か
ら

開
始
さ
れ
る
予
定
で
、
対
象
と
な
る

マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
１
９
８
４
年
以
降

の
も
の
へ
順
次
拡
大
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
届
出
の
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン

や
、
管
理
に
問
題
の
あ
る
マ
ン
シ
ョ

ン
に
対
し
て
は
、
管
理
組
合
や
代
表

者
な
ど
の
協
力
を
得
た
上
で
、
調
査

の
実
施
、
必
要
な
指
導
・
勧
告
を
行

う
こ
と
も
あ
る
と
定
め
て
い
ま
す
。 

神
戸
市
も
管
理
組
合
に
対
し
、
マ
ン
シ

ョ
ン
名
や
戸
数
な
ど
の
基
礎
情
報
を
は

じ
め
、
管
理
規
約
や
管
理
費
・
修
繕
積
立

金
な
ど
の
維
持
管
理
の
状
況
、
防
災
訓
練

実
施
の
有
無
な
ど
必
要
項
目
の
届
出
を

義
務
づ
け
、
管
理
組
合
の
財
務
状
況
や
大

規
模
修
繕
工
事
の
履
歴
な
ど
不
動
産
売

買
時
に
重
要
な
情
報
も
含
め
、
神
戸
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
表
示
す
る
と
い
い
ま
す
。 

（
【
表-

１
】
～
【
表-

６
】
：
国
土
交
通
省

Ｈ
Ｐ
掲
載
資
料
か
ら
引
用
） 

 

 

□
イ
ベ
ン
ト
中
止
の
ご
案
内 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
為
、

次
の
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

・
3/28
開
催
予
定
の
東
京
地
区
無
料
相
談
会 

・
4/5
開
催
予
定
の
第
４
回
研
修
会 

 

～～
編編
集集
後後
記記
～～  

〝
冬
な
が
ら
空
よ
り
花
の
散
り
く
る

は
雲
の
あ
な
た
は
春
に
や
あ
る
ら
む
〟 

「
ま
だ
冬
な
の
に
空
か
ら
花
が
散
っ
て

く
る
。
雲
の
か
な
た
は
春
に
ち
が
い
な

い
。
」
（
清
原
深
養
父
：
古
今
和
歌
集
） 

「
立
春
」
も
過
ぎ
、
い
よ
い
よ
春
の
到

来
で
す
。
１
月
の
第
４
土
曜
日
に
行
わ
れ

る
奈
良
・
若
草
山
の
山
焼
き
の
頃
か
ら
、

そ
ろ
そ
ろ
春
が
芽
吹
き
ま
す
。
若
狭
井

（
わ
か
さ
い
）
と
い
う
井
戸
か
ら
観
音
様

に
お
供
え
す
る
お
香
水
を
く
み
上
げ
、
わ

れ
わ
れ
が
常
日
頃
犯
し
て
い
る
様
々
な

過
ち
を
、
二
月
堂
本
尊
の
十
一
面
観
世
音

菩
薩
様
の
前
で
懺
悔
す
る
儀
式
と
い
わ

れ
る
奈
良
・
東
大
寺
二
月
堂
の
「
修
二
会

（
お
水
取
り
）
」
、
「
大
相
撲
三
月
場
所

（
大
阪
場
所
）
」
、
「
春
の
高
校
野
球
（
甲

子
園
）
」
か
ら
「
プ
ロ
野
球
」
の
開
幕
へ

と
、
い
よ
い
よ
暗
く
寒
い
冬
に
別
れ
を
告

げ
る
桜
の
季
節
の
到
来
で
す
。 

関
西
地
方
で
は
、
「
日
本
さ
く
ら
名
所

100
選
」
に
選
ば
れ
る
「
大
阪
城
公
園
」「
万

博
記
念
公
園
」
「
姫
路
城
」
「
西
宮
市
・

夙
川
公
園
」
「
京
都
・
嵐
山
」
「
京
都
・

醍
醐
寺
」
「
和
歌
山
・
紀
三
井
寺
」
や
、

「
大
津
市
・
石
山
寺
」
な
ど
各
名
所
の
桜

も
満
開
と
な
り
、
や
が
て
「
奈
良
・
吉
野

山
」
の
古
来
桜
も
咲
き
初
め
、
下
千
本
、

中
千
本
、
上
千
本
、
奥
千
本
へ
と
咲
き
進

み
ま
す
。
新
入
社
員
た
ち
が
街
の
中
を
ぎ

こ
ち
な
く
歩
き
出
す
頃
に
は
、
い
よ
い
よ

「
大
阪
・
造
幣
局
」
の
八
重
桜
も
咲
き
乱

れ
、
人
々
は
夜
桜
の
間
を
通
り
抜
け
、
春

爛
漫
で
す
。 

「
大
阪
・
造
幣
局
」
近
辺
の
旧
淀
川
沿

い
は
、
昔
か
ら
景
勝
の
地
と
し
て
名
高
く
、

春
は
桜
、
夏
は
涼
み
舟
、
秋
は
月
見
な
ど

四
季
折
々
の
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
、
特
に
春

の
桜
は
有
名
で
、
対
岸
を
桜
ノ
宮
と
呼
ぶ

に
ふ
さ
わ
し
く
、
こ
の
地
一
帯
に
桜
が
咲

き
乱
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
明
治
１
６
年

（
１
８
８
３
年
）
、
当
時
の
遠
藤
謹
助
局

長
の
「
局
員
だ
け
の
花
見
で
は
も
っ
た
い

な
い
。
市
民
と
と
も
に
楽
し
も
う
で
は
な

い
か
。
」
と
の
提
案
に
よ
り
、
構
内
の
桜

並
木
の
一
般
開
放
が
始
ま
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。 

夜
桜
見
物
の
後
は
、
淡
路
の
「
桜
鯛
」

と
京
都
の
若
竹
に
舌
鼓
を
打
ち
つ
つ
、

灘
・
伏
見
の
銘
酒
や
滋
賀
・
奈
良
・
和
歌

山
の
地
酒
に
酔
い
し
れ
ま
し
ょ
う
。 

真
鯛
の
産
卵
期
は
３
月
か
ら
６
月
に

か
け
て
で
、
産
卵
の
際
に
浅
瀬
へ
や
っ
て

き
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
春
の
訪
れ
と
共
に
開

花
す
る
桜
の
花
び
ら
を
模
し
た
可
愛
ら

し
い
斑
点
模
様
が
あ
し
ら
わ
れ
た
美
し

い
真
鯛
が
「
桜
鯛
」
と
呼
ば
れ
、
こ
の
斑

点
模
様
は
オ
ス
の
真
鯛
に
の
み
現
れ
る

特
徴
だ
と
い
い
ま
す
。 

や
が
て
、
「
六
甲
山
系
」
や
「
生
駒
山

系
」
、「
北
摂
山
系
」
も
新
緑
に
覆
わ
れ
、

早
々
と
季
節
は
初
夏
か
ら
仲
夏
へ
と
移

ろ
い
、
晩
夏
へ
と
向
か
い
ま
す
。 

季
節
は
急
ぎ
足
で
一
巡
し
、
人
々
も
例

外
な
く
年
を
重
ね
ま
す
。 

（
Ｔ
・
Ｔ
） 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 


